
１ 月 か ら ２ 月 に か け て、
議 会 報 告・ 意 見 交 換 会 を
４か所で開催しました。
議 会 報 告・ 意 見 交 換 会 の
報 告 は、 ３ ペ ー ジ ～ ４ ペ
ージをご覧ください。
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が
今
で
は
な
い
。」
と
す
る
主

張
も
あ
り
ま
し
た
。

　
様
々
な
思
い
が
交
錯
す
る
中

で
、
定
数
も
報
酬
も
最
後
ま
で

全
会
一
致
に
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
て
の
議

員
の
思
い
は
、
議
会
全
体
の
機

能
を
高
め
、
市
民
に
議
会
や
市

政
に
関
心
を
持
っ
て
貰
え
る
議

会
を
目
指
す
こ
と
で
し
た
（
議

会
活
性
化
の
戦
略
パ
ッ
ケ
ー
ジ

（
上
部
図
）
参
照
）。

　
個
々
の
判
断
に
は
賛
否
も
有

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
活
性

化
の
全
体
像
と
茅
野
市
議
会
が

目
指
し
て
い
る
こ
と
に
、
ご
理

解
を
賜
れ
れ
ば
と
願
う
と
こ
ろ

で
す
。

　
改
選
期
ま
で
一
年
を
切
り
ま

し
た
。
こ
の
１
年
で
中
核
と
な

る
議
会
改
革
へ
の
取
り
組
み
に
、

一
定
の
道
筋
を
付
け
る
べ
く
、

議
会
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み

ま
す
。

　
経
済
の
発
展
と
共
に

生
活
水
準
は
向
上
し
、

求
め
る
価
値
観
が
多
様

化
し
て
い
る
昨
今
、
多

種
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
や
、
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
で
の
福
祉
教
育
環

境
の
維
持
向
上
、
成
長
過
程
に
整
備
さ

れ
た
イ
ン
フ
ラ
等
を
は
じ
め
と
す
る
公

共
施
設
の
更
新
な
ど
、
行
政
の
舵
取
り

は
、
大
変
難
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
時
代
を
た
く
ま
し
く
、
し

な
や
か
に
乗
り
越
え
て
行
く
た
め
に
は
、

市
長
を
は
じ
め
市
職
員
の
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
発
想
と
、
実
現
す
る
手
腕
が

重
要
で
す
。
更
に
重
要
な
こ
と
は
、
行

政
の
提
案
に
対
し
適
切
な
評
価
と
助
言

を
下
せ
る
議
員
の
力
量
と
的
確
な
議
決

（
判
断
）
で
す
。

　
議
員
は
、
行
政
の
高
度
な
提
案
に
対

し
、
そ
れ
を
上
回
る
レ
ベ
ル
の
評
価
能

力
を
発
揮
す
る
必
要
が
あ
り
、
提
案
の

内
容
や
方
向
性
に
課
題
が
あ
る
な
ら
ば
、

軌
道
修
正
等
を
提
言
で
き
る
情
報
量
と

知
見
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
豊
富
な
情
報
量
に
よ
り
常
に
専
門
性

を
高
め
て
い
る
行
政
に
対
し
、
全
て
の

分
野
に
お
い
て
適
切
な
評
価
を
下
し
、

必
要
に
応
じ
て
助
言
・
提
言
が
出
来
る

議
員
力
、
議
会
力
が
発
揮
出
来
る
仕
組

み
作
り
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
に
必

要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
改
革
の
話
は
随
分
前
か
ら
持
ち

上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
進
展

を
み
な
い
状
況
下
、
令
和
６
年
３
月
議

会
に
定
数
削
減
の
陳
情
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
議
会
活
性
化
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
改
革
に
向
け
た
動

き
が
本
格
化
し
た
わ
け
で
す
。

　
ご
案
内
の
通
り
令
和
７
年
５
月
臨
時

会
で
議
員
定
数
を
２
名
減
の
16
人
に
改

正
し
ま
し
た
。
こ
の
議
論
が
進
む
に
つ

れ
、
議
員
を
何
人
に
す
る
か
？
と
い
っ

た
単
独
の
話
で
は
な
く
、
議
会
の

機
能
を
強
化
し
、
議
会
力
を
高
次

元
で
維
持
す
る
た
め
に
は
、
議
会

の
在
り
方
自
体
に
目
を
向
け
て
、

全
体
を
底
上
げ
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
定
数
も
そ
の
た
め
の
一
つ

の
パ
ー
ツ
と
し
て
捉
え
る
必
要
が

あ
る
、
と
す
る
結
論
に
至
り
ま
し

た
。

　
令
和
７
年
６
月
か
ら
は
議
員
報

酬
と
議
員
定
数
削
減
に
伴
う
常
任

委
員
会
の
構
成
等
に
つ
い
て
の
議

論
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
議

員
報
酬
に
つ
い
て
も
、
単
に
報
酬

額
が
多
い
少
な
い
と
い
っ
た
議
論

で
は
な
く
、
議
会
力
の
維
持
向
上

と
い
っ
た
観
点
で
の
議
員
報
酬
の

在
り
方
と
い
う
視
点
で
議
論
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
変
化
の
激
し
い
今

の
時
代
を
担
っ
て
い
く
若
者
や
、

未
来
を
託
す
子
供
た
ち
を
育
て
て

い
る
子
育
て
世
代
が
、
議
員
活
動
、

議
会
活
動
に
専
念
で
き
る
環
境
を

整
え
、
現
役
世
代
に
も
議
会
に
参

加
し
て
も
ら
う
こ
と
が
不
可
欠
だ

と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
思
い
か
ら
、
令
和
８

年
３
月
、
議
員
報
酬
の
引
き
上
げ

を
求
め
、
特
別
職
等
報
酬
審
議
会

の
開
催
を
今
井
市
長
に
要
望
し
ま

し
た
。

　
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、「
市

民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
る
。」

と
し
て
削
減
に
反
対
す
る
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。
報
酬
に
関
し
て
も

「
引
き
上
げ
る
必
要
性
は
認
め
る

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
経
過
報
告

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う

議
会
を
目
指
し
て

委
員
長　
竹
内　
巧

18 人⇒16人

議員定数

ここまでの作業を同時に実行することで活性化の実効性が得られる。

やる気のある質の高い議員
が選出される可能性

新たな取り組みを確実に推進
できる議員数を確保し、なり
手不足の解消と、投票率の向
上を図るためには、魅力ある
報酬額と、定数を見直し少数
精鋭で取り組む覚悟が必要。

議会活動に接する機会の醸成議会活動に接する機会の醸成

・なり手不足の解消
・投票率の向上

・二元代表制の機能発揮
・議会に対する市民意識
　の変化必要な議員定数を見極

めることは困難である
が、少数精鋭の議会で、
最大の効果を発揮する
各議員の覚悟が必要。

必要な議員
数の確保

引き上げ要請

議員報酬

魅力ある報酬
額

議会活性化の戦略パッケージ

こ
れ
ま
で
以
上
に
議
会

（
議
員
）機
能
を
発
揮

こ
れ
ま
で
以
上
に
議
会

（
議
員
）機
能
を
発
揮

市
民
の
議
会（
議
員
）に

対
す
る
関
心
の
向
上

市
民
の
議
会（
議
員
）に

対
す
る
関
心
の
向
上

議
会
に
対
す
る

抑
止
力
と
助
言
等

議
会
に
対
す
る

抑
止
力
と
助
言
等

議会活性化❶例

•常任委員会の機能発揮
•会派・議連等による意
見及び情報の交換と連
携

議会活性化❷例

•情報発信の強化
•モニター制度の新設
•サポーター制度の新設
•意見交換会の充実議員力の向上

　・研修会
　・行政視察
　・独学

議会力の
向上

議会活性化特別委員会の様子
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■ 議会・行政のあり方
議会の議論や判断理由が分かり
にくい
反対理由や採決の根拠を丁寧に
説明してほしい
議員一人ひとりが自分の考えを
明確に発信してほしい
議員活動や委員会審査の見える
化を求める声

■ 財政・生活環境
施設使用料の値上げに不公
平感
インフラ整備や公園整備の
要望

■ �開かれた議会・参加
のしくみ

意見交換会は有意義で回数を
増やしてほしい
発言しやすい雰囲気づくりが
必要
若者や移住者も参加しやすい
仕組みを
オンライン参加など新しい形
の提案

■ まちづくり
空き家活用や移住促進の必要
性
農業の担い手不足と中山間地
の課題
若者に選ばれるまちづくり

■ 子育て・教育
子育て・教育予算の充実を求
める声
学校再編は地域で丁寧な議論
を
少人数教育や特色ある学校の
維持
子どもの遊び場が少ない

■ 情報発信・広報
議会中継は YouTube 等で
即時配信を
録画公開の遅れを改善してほ
しい
議場の仕組みや議論内容を分
かりやすく
子どもにも理解できる説明を

■ 地域・コミュニティ
入区・未入区問題と地域の 
つながり
自治会・消防団の担い手不足
高齢者が取り残される不安

まんなかに愛のある
未来会議

まんなかに愛のある
未来会議

まんなかに愛のある
未来会議

令和7年度
　市民の皆さまと直接対話し、ご意見を議会活動
に活かすことを目的に、意見交換会を市内 4 会
場で開催しました。各会場では、議会活動の報告
のほか、子育て・教育、地域コミュニティ、まち
づくり、議会のあり方など幅広いテーマについて
意見交換を行い、多くの貴重なご意見をいただき
ました。

開催日程
令和 8 年 1 月 25 日（日）
湖東地区コミュニティセンター
１月 30 日 （金）
中央公民館
2 月  6 日 （金）
ゆいわーく茅野
2 月 23 日 （月）
玉川地区コミュニティセンター

いただいたご意見まとめ
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意見交換会参加者アンケート結果　 参加者：46 人、回答者：40 人、回答率：87%

〈取り上げてほしいテーマ〉
学校の在り方・学校再編
茅野市の子育てについて
若者に選ばれるまちについて
市議会のチェック能力
地域活動について
中山間地の農業、活性化
茅野市の財政（お金の使い方）
国政とのかかわり方
議員活動の実績の見える化
少子高齢化における市政づくり

問 6（1）　長さ（2 時間）
はどうでしたか。

②ちょうど良い
75％

③短い
17％

①長い
0％

未記入
8％

〈感想や議会・議員に伝えたいことより〉
　今回の意見交換会では、ワークショップ形式で少人数ごとに話し合いを行っ
たこともあり、「話しやすかった」「楽しく参加できた」「議員と直接話せる
貴重な機会だった」といった感想が多く寄せられました。
　また、「もっと多くの議員と話せるようにしてほしい」「このような機会を
もっと PR してほしい」など、開催方法への提案もありました。
　議会や議員に対しては、「市民の声をしっかり聞き市政に生かしてほしい」「議会としての考え方や議論
の内容をもっと発信してほしい」「地域に出て市民との距離を近くしてほしい」などの意見が寄せられま
した。また、「市役所の説明をうのみにせず議会として検証してほしい」「決定の過程をわかりやすく公開
してほしい」「議会として説明責任を果たしてほしい」といった、議会運営や情報公開に関するご意見も
ありました。そのほか、「市政について考えるよい機会になった」「今後もこのような場を続けてほしい」
といった声も多く、意見交換会の継続を望むご意見が多数寄せられました。

　①10代　0％
②20代　0％

③30代
10％

④40代
20％

⑤50代
30％

⑥60代
15％

⑦70代
25％

問 1� 年　齢

宮川
12％

玉川
30％泉野

18％

湖東
13％

北山
8％

中大塩
5％

未記入
5％

米沢
2％

ちの
5％

豊平
2％

問 2（2）　お住まいの地区

①初めて
参加する
37％②参加した

ことがある
63％

問 5　これまでに参加した
ことはありますか。

①ホームページ
17％

②LINE
24％

④議員からの
紹介
26％

⑤広報ちの
13％

⑧その他
11％

⑦各所掲示ポスター
2％

⑥新聞
7％

③小中学校
　配信メール、
　未記入　0％

問 4　意見交換会の開催をどの
ような方法で知りましたか。

（複数回答あり）

③どちらとも
言えない
15％

未記入
13％

①参加しやすい
70％

②参加しにくい
2％

問 6（2）　参加しやすさは
どうでしたか。

③参加したく
ない　　

未記入
10％

①是非
参加したい
60％

②参加しても
よい
30％

④分からない
0％

0％

問 7　また参加してみたい
と思いますか。
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定例会委員会審査

予
算
決
算
委
員
会�

�

（
3
月
9
日
、
11
日
、
12
日
）

委
員
長　

木
村　
明
美

議
案
第
24
号

令
和
７
年
度
茅
野
市
一
般
会
計
補
正

予
算(

第
９
号)

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
９
︐０
５
６
万

８
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３

２
８
億
１
︐４
８
０
万
３
千
円
と
す
る
も
の
。

議
案
第
25
号

令
和
８
年
度
茅
野
市
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

全会
一致で

可
決

賛成多数
により

可
決

　
予
算
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
０
５

億
３
千
万
円
、
債
務
負
担
行
為
と
し
て
３
事

業
の
期
間
・
限
度
額
、
地
方
債
と
し
て
26
事

業
の
限
度
額
等
を
定
め
る
も
の
。

　
反
対
討
論　

　
福
祉
医
療
制
度
の
件
で
関
係
団
体
と
協
議

し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
当
事
者
か
ら
の
聞
き

取
り
が
さ
れ
て
お
ら
ず
公
民
協
働
と
言
え
な

い
。
子
ど
も
が
入
院
し
た
場
合
に
食
事
代
が

か
か
る
こ
と
も
容
認
で
き
な
い
。
公
共
交
通

で
は
蓼
科
地
区
の
実
証
運
行
を
４
月
か
ら
行

う
べ
き
だ
。
ま
た
、
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
詳
細
不
明
な
点
が
あ
る
こ

と
も
納
得
で
き
な
い
の
で
反
対
。

　
賛
成
討
論　

　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
社
会
保
障
費

増
加
な
ど
の
中
で
、
市
民
生
活
を
支
え
る
施

策
が
着
実
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
特
に
子

育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉
な
ど
市
民
の
暮
ら

し
を
支
え
る
施
策
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る

点
は
重
要
だ
。
一
方
で
、
社
会
保
障
費
の
増

加
な
ど
に
よ
り
、
今
後
の
財
政
運
営
は
一
層

厳
し
く
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
持
続
可
能

な
財
政
運
営
に
向
け
、
行
財
政
改
革
を
着
実

に
進
め
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。
市
民
生

活
を
支
え
、
将
来
に
つ
な
が
る
施
策
を
着
実

に
進
め
る
た
め
に
必
要
な
予
算
な
の
で
賛
成
。

議
案
第
26
号

令
和
８
年
度
茅
野
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
47
億
３
︐３
１
９
万

２
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
反
対
討
論　

　
国
保
事
業
で
は
な
い
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

納
付
金
制
度
は
趣
旨
に
沿
わ
な
い
の
で
反
対
。

　
賛
成
討
論　

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
制
度
は
国

賛成多数
により

可
決

の
方
針
で
あ
り
、
国
保
制
度
は
国
民
皆
保
険

制
度
の
根
幹
を
な
す
制
度
で
あ
る
。
今
回
の

予
算
は
前
年
比
5.5
％
減
で
、
内
容
が
よ
く
精

査
さ
れ
て
い
る
の
で
賛
成
。

そ
の
他
各
事
業
の
予
算
議
案

議
案
第
27
号

令
和
８
年
度
茅
野
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

議
案
第
28
号

令
和
８
年
度
茅
野
市
水
道
事
業
会
計

予
算
に
つ
い
て

議
案
第
29
号

令
和
８
年
度
茅
野
市
下
水
道
事
業
会

計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
30
号

令
和
８
年
度
茅
野
市
米
沢
鋳
物
師
屋

財
産
区
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
31
号

令
和
８
年
度
茅
野
市
湖
東
白
井
出
財

産
区
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
32
号

令
和
８
年
度
茅
野
市
豊
平
下
菅
沢
財

産
区
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
33
号

令
和
８
年
度
茅
野
市
泉
野
大
日
影
財

産
区
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
に
つ

い
て総

務
環
境
委
員
会
（
3
月
13
日
）

委
員
長　

梯　
泰
弘

議
案
第
4
号

令
和
７
年
度
永
明
小
中
学
校
メ
イ

ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
整
備
工
事
（
債

務
負
担
）
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

いずれも
全会一致で

可
決

全会
一致で

可
決

　
永
明
小
中
学
校
メ
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整

備
す
る
た
め
の
請
負
契
約
を
行
う
も
の
。

問
工
事
が
完
了
し
た
際
は
、
何
か
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
か
。

答
具
体
的
な
検
討
は
し
て
い
な
い
が
、
今

後
判
断
し
て
行
く
。

問
照
明
設
備
は
設
置
す
る
か
。

答
非
常
に
高
額
な
た
め
、
今
は
設
置
し
な

い
が
、
い
ず
れ
設
置
で
き
る
よ
う
に
余

地
を
残
し
て
整
備
す
る
。

問
低
入
札
価
格
調
査
の
適
否
の
基
準
は
あ

る
か
。

答
入
札
理
由
の
妥
当
性
、
積
算
内
訳
書
に

よ
り
、
財
政
課
の
担
当
が
確
認
し
て
判

断
す
る
。

問
中
東
の
戦
争
な
ど
の
影
響
で
原
材
料
費

が
高
騰
し
て
い
る
。
今
回
の
工
事
は
い
つ

時
点
の
価
格
か
。今
後
の
変
更
も
あ
り
得
る
か
。

答
令
和
７
年
12
月
に
設
計
し
、
そ
の
時
点

の
単
価
で
設
計
し
て
い
る
。
今
後
、
イ

ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
が
適
用
に
な
れ
ば
、
増
嵩

と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

議
案
第
5
号

令
和
６
年
度
交
付
金
永
明
地
区
２
級

26
号
線
交
差
点
改
良
工
事
（
債
務
負

担
）
の
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
３
月
定
例
会
で
議
決
し
た
請
負

契
約
に
つ
い
て
、
契
約
内
容
の
一
部
を
変
更

す
る
も
の
。

問
変
更
内
容
が
増
減
の
表
記
だ
け
だ
が
、

詳
細
金
額
は
出
せ
な
い
か
。

答
主
な
増
減
額
は
、
残
土
処
理
１
４
７
万

３
︐２
９
０
円
減
、
水
路
延
長
変
更
58

万
１
︐９
２
０
円
減
、
基
礎
の
工
法
変
更
１

５
３
万
３
︐７
４
４
円
減
、
交
通
誘
導
員
配

置
変
更
３
５
５
万
５
︐７
２
０
円
減
、
縁
石

全会
一致で

可
決

委
員
会
に
お
け
る

主
な
議
案
の
審
査

　
茅
野
市
議
会
令
和
８
年
３
月
定
例
会

は
、
２
月
24
日
（
火
）
か
ら
３
月
19
日

（
木
）
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
8
年
3
月
定
例
会

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
３
月
定
例
会
で
は
、
市
提
出
議
案
32
件
、

議
員
提
出
議
案
１
件
、
陳
情
１
件
を
審
議
し

ま
し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
で
は
、
委
員
会
付
託
を
省

略
し
た
議
案
を
除
き
、
各
議
案
、
陳
情
を
審

査
し
ま
し
た
。
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こ
れ
に
は
同
性
同
士
の
関
係
も
含
ま
れ
る
か
。

答
詳
細
な
検
討
は
し
て
い
な
い
が
、
現
時

点
で
は
一
般
的
な
事
実
婚
を
想
定
し
て

い
る
。

問
「
最
も
経
済
的
な
通
常
の
経
路
」
と
あ

る
が
、
こ
れ
は
総
合
的
に
経
済
的
と
い

う
こ
と
か
。

答
基
本
的
に
は
最
も
短
距
離
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
遠
回
り
で
も
割
安
だ
っ
た

り
、
短
時
間
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
総
合
的
に
判
断
す
る
。

問
旅
行
会
社
の
手
配
で
出
張
し
た
と
き
は
、

本
人
は
手
続
き
不
要
と
な
る
の
か
。

答
支
払
先
が
旅
行
会
社
で
あ
っ
て
も
出
張

命
令
に
従
っ
て
業
務
を
行
う
。
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
書
類
一
式
が
必
要
。

議
案
第
15
号

地
方
自
治
法
等
の
規
定
に
よ

り
出
頭
し
た
関
係
人
等
の
実

費
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
関
係
人
等
の
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
定
を

整
備
す
る
も
の
。

議
案
第
16
号

茅
野
市
公
共
施
設
整
備
基
金

の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
基
金
の
使
途
を
拡
大
し
、
公
共
施
設
の
解

体
等
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
。

問
解
体
等
で
ど
こ
ま
で
基
金
を
使
う
か
。

答
基
本
的
に
は
建
物
と
附
属
物
を
想
定
し

て
い
る
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て

い
る
場
合
は
有
利
な
起
債
が
使
え
る
場
合
も

あ
る
。
基
金
の
充
当
や
他
に
使
え
る
有
利
な

全会
一致で

可
決

全会
一致で

可
決

工
変
更
62
万
３
︐６
８
２
円
増
、
構
造
物
撤

去
量
の
増
加
56
万
７
︐２
９
８
円
増
、
イ
ン

フ
レ
ス
ラ
イ
ド
４
０
５
万
９
千
円
増
。

議
案
第
11
号

茅
野
市
公
告
式
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
社
会
情
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
、
条
例
の
公

布
方
法
を
変
更
す
る
も
の
。

問
公
布
が
電
子
的
な
も
の
と
市
役
所
掲
示

板
だ
け
に
な
る
。
市
役
所
に
来
ら
れ
な

い
人
や
電
子
媒
体
を
見
ら
れ
な
い
人
に
何
か

対
応
で
き
な
い
か
。

答
公
布
は
市
役
所
掲
示
板
だ
け
に
な
る
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
。
開
庁
時

間
に
限
ら
れ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
。

議
案
第
13
号

茅
野
市
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
非
常
勤
特
別
職
職
員
の
費
用
弁
償
に
関
す

る
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

問
「
茅
野
市
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
規
定
に
準
ず
る
」
と
あ
る
が
、
ま

だ
で
き
て
い
な
い
こ
の
条
例
に
準
ず
る
と
い

う
こ
と
が
成
立
す
る
か
。

答
旅
費
に
関
す
る
条
例
は
３
つ
に
分
か
れ

て
い
る
が
、
関
連
で
提
出
し
た
。

議
案
第
14
号

茅
野
市
職
員
等
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す

る
も
の
。

問
「
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係

と
同
様
の
事
情
に
あ
る
も
の
」
と
あ
る
。

全会
一致で

可
決

全会
一致で

可
決

全会
一致で

可
決

財
源
が
あ
れ
ば
そ
ち
ら
を
使
う
な
ど
比
較
検

討
す
る
。

議
案
第
22
号

茅
野
市
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の

基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

関
係
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

問
配
偶
者
が
対
象
外
に
な
る
が
、
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
配
偶
者
の
削
除
に
関
し
て
は
、
令
和
８

年
度
か
ら
国
家
公
務
員
の
配
偶
者
手
当

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
改
正
と
な
る
。

子
ど
も
に
対
す
る
手
当
は
増
額
と
な
る
。
今

後
も
国
に
準
ず
る
形
で
継
続
す
る
。

問
消
防
団
員
は
仕
事
を
し
な
が
ら
、
地
域

の
安
全
確
保
の
た
め
に
危
険
も
あ
る
中

で
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
活
動
環
境
や

処
遇
の
向
上
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
出
動
手
当
、報
酬
を
改
正
し
て
お
り
、処

遇
は
近
隣
や
県
内
市
町
村
と
も
大
差
な
い
。

問
消
防
団
員
の
確
保
が
課
題
に
な
っ
て
い

る
中
で
、
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
手
厚

く
考
え
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

答
今
後
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

経
済
建
設
委
員
会
（
3
月
16
日
）

委
員
長　

小
尾　
一
郎

議
案
第
3
号

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

　
白
樺
湖
温
泉
株
式
会
社
が
旧
白
樺
湖
総
合

温
泉
施
設
す
ず
ら
ん
の
湯
の
指
定
管
理
者
を

し
て
い
た
際
の
建
物
賃
貸
料
の
未
収
金
２
︐

１
０
３
５
千
円
の
債
権
に
つ
い
て
、
そ
の
権

全会
一致で

可
決

全会
一致で
可
決

利
を
放
棄
す
る
も
の
。

問
多
額
な
金
額
だ
が
、
市
民
へ
の
説
明
責

任
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
民
間
譲
渡
す
る
と
き
に
負
債
の
こ
と
も
説

明
し
て
き
た
が
、ま
ず
は
白
樺
湖
周
辺
の

関
係
者
に
し
っ
か
り
と
説
明
し
て
行
き
た
い
。

問
会
社
は
解
散
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
債

権
放
棄
ま
で
に
は
様
々
な
法
的
手
続
き

が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
経
過
か
。

答
ま
だ
解
散
し
て
い
な
い
が
、
す
ず
ら
ん

の
湯
を
運
営
す
る
た
め
の
会
社
で
、
今

は
休
業
状
態
。
法
的
手
続
き
は
い
ろ
い
ろ
検

討
し
た
。
今
回
は
私
債
権
に
な
り
、
税
金
の

よ
う
に
直
接
に
差
押
え
で
き
な
い
の
で
、
裁

判
所
を
通
し
て
差
押
え
す
る
こ
と
も
検
討
し

た
が
、
資
産
が
無
い
。
次
は
破
産
手
続
き
に

な
る
が
、
多
額
の
費
用
が
か
か
り
、
そ
の
費

用
も
出
せ
な
い
。
様
々
な
検
討
の
結
果
、
今

回
の
結
論
と
な
っ
た
。

問
資
産
が
無
い
と
い
う
状
況
は
、
一
気
に

作
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
何
か
資
産

は
あ
っ
た
と
思
う
が
、
資
産
が
無
く
な
る
ま

で
の
間
の
市
の
対
応
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答
家
賃
が
月
々
２
０
０
万
円
と
い
う
契
約

だ
っ
た
。
当
時
、
全
部
で
４
千
万
円
の

負
債
が
あ
り
、
ま
ず
１
︐２
５
０
万
円
を
支

払
っ
て
も
ら
い
、
残
り
の
２
︐７
５
０
万
円

を
20
年
間
で
分
割
支
払
す
る
こ
と
で
話
合
い
、

最
初
の
３
年
間
は
約
束
ど
お
り
支
払
っ
て
い

た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
法
人
の
現
金
が
尽
き
、

会
員
か
ら
集
め
て
軒
数
分
の
支
払
い
が
あ
っ

た
が
、
会
員
も
次
第
に
減
り
、
最
終
は
令
和

５
年
の
10
万
円
だ
っ
た
。

問
株
式
会
社
と
い
う
こ
と
だ
が
、
資
本
金

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
登
記
簿
上
は
資
本
金
５
０
０
万
と
な
っ

て
い
る
が
、
尽
き
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。
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茅
野
市
茅
野
駅
前
賑
わ
い
交
流
拠
点
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
を
行
う
も
の
。

問
会
社
が
直
前
に
設
立
さ
れ
て
お
り
、
指

定
管
理
者
と
し
て
大
丈
夫
な
の
か
不
安

が
あ
る
。

答
新
た
に
設
立
さ
れ
た
ワ
ク
ワ
ク
す
る
ベ

ル
ビ
ア
の
取
締
役
に
株
式
会
社
イ
マ
ー

ジ
の
会
長
及
び
社
長
が
就
任
し
て
い
る
。
株

式
会
社
イ
マ
ー
ジ
は
、
ワ
ー
ク
ラ
ボ
八
ヶ
岳

の
第
１
期
の
指
定
管
理
者
の
一
員
で
指
定
管

理
者
の
実
績
が
あ
る
。
ま
た
、
運
営
体
制
と

し
て
、
地
元
金
融
機
関
の
支
援
や
企
業
間
交

流
支
援
な
ど
を
手
が
け
る
会
社
に
も
関
わ
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
。
経
理
部
門
に
つ
い
て
も

会
計
事
務
所
に
入
っ
て
も
ら
う
。
そ
し
て
、

何
よ
り
も
地
元
を
活
性
化
し
た
い
と
い
う
熱

意
、
意
欲
、
賛
同
す
る
人
た
ち
と
の
繋
が
り

が
あ
っ
て
、
交
流
拠
点
と
し
て
十
分
に
機
能

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
の
で
、
適
当

だ
と
判
断
し
た
。

問
株
式
会
社
イ
マ
ー
ジ
と
の
連
携
や
関
与

は
ど
う
な
る
の
か
。

答
株
式
会
社
イ
マ
ー
ジ
は
、
あ
く
ま
で
も

施
設
の
設
計
・
施
工
を
担
当
し
て
い
る
。

運
営
は
ワ
ク
ワ
ク
す
る
ベ
ル
ビ
ア
が
担
う
。

問
事
業
計
画
書
の
ト
ラ
イ
ア
ル
キ
ッ
チ
ン

に
関
し
て
、
報
道
さ
れ
た
内
容
と
異

な
っ
て
い
る
。
既
に
計
画
変
更
さ
れ
た
の
か
。

こ
の
計
画
は
案
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
内

容
が
変
わ
る
の
か
。

答
事
業
計
画
は
あ
く
ま
で
案
で
あ
る
。
運

営
予
定
者
が
検
討
し
て
い
く
中
で
ト
ラ

イ
ア
ル
キ
ッ
チ
ン
は
無
く
な
っ
た
。

問
事
業
計
画
は
、
ど
こ
が
確
定
で
、
ど
こ

が
案
な
の
か
。
こ
こ
は
確
実
に
や
っ
て

も
ら
う
と
い
う
も
の
は
何
か
。

答
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、
交
流
拠

点
の
整
備
、
波
及
効
果
の
創
出
、
価
値

議
案
第
6
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
玉
川
長
峰
地
籍
）

議
案
第
7
号

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

（
玉
川
長
峰
地
籍
）

議
案
第
8
号

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

（
湖
東
須
栗
平
地
籍
）

　
道
路
法
の
規
定
に
よ
り
、
市
道
路
線
の
認

定
及
び
廃
止
を
行
う
も
の
。

問
６
号
議
案
は
、７
号
議
案
の
廃
止
に
絡
む

認
定
だ
が
、
こ
の
議
案
順
の
考
え
方
は
。

答
議
案
番
号
は
総
務
課
で
管
理
し
て
お
り
、

基
本
的
に
認
定
、
廃
止
の
順
で
あ
る
。

同
一
の
場
所
な
の
で
、
本
来
な
ら
廃
止
後
の

認
定
に
な
る
が
、
手
続
き
上
は
同
時
に
行
う

こ
と
に
な
る
。

問
７
号
議
案
の
図
面
で
、
廃
止
と
な
る
市

道
の
先
と
右
側
に
道
が
記
さ
れ
て
い
る
。

廃
止
対
象
外
の
こ
の
道
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
公
図
上
は
今
回
の
終
点
で
止
ま
っ
て
い

る
。
図
面
が
だ
い
ぶ
前
の
も
の
で
、
修

正
し
て
い
な
い
も
の
が
付
い
て
い
る
が
、
こ

の
２
つ
の
道
は
既
に
実
態
が
な
い
。

問
隣
接
す
る
既
存
の
宅
地
が
あ
る
が
、
新

た
に
市
道
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
の
宅
地
も
含
め
た
開
発
と
な
ら
な
い
か
。

答
新
た
に
造
成
す
る
直
前
に
隣
接
す
る
宅

地
を
開
発
す
る
と
一
体
と
み
な
さ
れ
る

場
合
も
あ
る
が
、諏
訪
建
設
事
務
所
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
既
存
の
宅
地
は
隣
接
す
る
造
成

を
予
定
し
た
土
地
利
用
で
は
な
い
た
め
、
開

発
面
積
に
は
含
ま
れ
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

議
案
第
9
号

公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

いずれも
全会一致で

可
決

全会
一致で
可
決

の
発
信
、
人
口
拡
大
の
支
援
、
計
画
達
成
の

支
援
、
と
い
う
目
的
部
分
は
、
一
番
大
事
な

も
の
な
の
で
、
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
や
っ
て
も

ら
う
。

問
案
が
確
定
と
な
る
の
は
い
つ
か
。

答
具
体
的
な
運
営
方
法
等
は
、
今
後
、
細

か
い
部
分
を
詰
め
る
。
内
容
は
全
員
協

議
会
で
説
明
し
て
い
き
た
い
。

問
今
後
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
展
開
し
て
行

く
と
思
う
が
、
そ
の
都
度
報
告
は
あ
る

の
か
。

答
交
流
拠
点
と
し
て
整
備
を
し
な
が
ら
、

賑
わ
い
を
生
み
出
し
て
い
く
重
要
な
施

設
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
都
度
説
明
し
て
行

き
た
い
。

議
案
第
17
号

茅
野
市
宿
泊
税
交
付
金
基
金

の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
宿
泊
税
交
付
金
基
金
を
設
置
す
る
も
の
。

議
案
第
23
号

茅
野
市
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
長
野
県
下
水
道
公
社
の
名
称
変
更
に
伴
う

も
の
。

福
祉
教
育
委
員
会
（
3
月
16
日
）

委
員
長　

木
村　
か
ほ
り

議
案
第
18
号

茅
野
市
福
祉
医
療
費
給
付
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
社
会
環
境
の
変
化
や
医
療
費
の
増
加
を
踏

ま
え
、
制
度
の
持
続
性
と
公
平
性
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
県
制
度
と
の
整
合
を
図
り
、

全会
一致で

可
決

全会
一致で

可
決

賛成多数
により

可
決

将
来
に
わ
た
り
安
定
的
に
運
営
で
き
る
制
度

と
す
る
も
の
。

問
な
ぜ
直
接
に
当
事
者
か
ら
聞
き
取
り
し

な
か
っ
た
の
か
。
声
を
上
げ
ら
れ
な
い

人
へ
の
配
慮
が
欠
け
て
い
な
い
か
。

答
福
祉
21
幹
事
会
や
地
域
福
祉
審
議
会
、

子
ど
も
家
庭
応
援
会
議
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
と
の
連
絡
会
等
で
説
明
と
聞
き
取

り
を
実
施
し
た
。
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
や
重
層
的

支
援
体
制
整
備
の
中
で
、
声
を
上
げ
に
く
い

人
へ
も
制
限
し
な
い
支
援
を
行
う
。

問
審
議
会
で
は
、
改
正
の
良
い
点
は
説
明

さ
れ
た
が
、
全
員
協
議
会
の
説
明
の
よ

う
に
約
１
億
円
が
患
者
負
担
に
な
る
説
明
は

ほ
ぼ
無
か
っ
た
。
対
象
者
を
把
握
し
て
お
り
、

直
接
意
見
を
聞
く
こ
と
も
で
き
た
の
で
は
な

い
か
。

答
属
性
を
問
わ
ず
断
ら
な
い
支
援
を
行
い
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
意
見
を
聞
く
。
生
活

の
困
難
さ
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
を
大
切
に
、

力
を
入
れ
る
。

問
終
了
と
な
る
食
事
代
補
助
、
75
歳
以
上

の
給
付
な
ど
の
影
響
は
。

答
改
正
に
よ
る
市
民
負
担
の
影
響
は
、令
和

６
年
実
績
の
試
算
で
、
入
院
時
食
事
代

の
終
了
約
２
千
９
百
万
円
、
所
得
制
限
約
１

千
９
百
万
円
、
75
歳
以
上
約
１
億
２
千
万
円
。

問
改
正
に
よ
る
効
果
額
と
改
正
し
な
か
っ

た
場
合
の
将
来
の
見
通
し
は
。

答
改
正
の
効
果
は
、
終
了
す
る
も
の
が
制

度
全
体
で
約
１
億
５
千
万
円
、
増
額
約

５
千
９
百
万
円
、
差
引
約
９
千
万
円
。
将
来

的
な
試
算
は
、
現
行
を
維
持
す
る
場
合
、
令

和
６
年
度
実
績
が
約
４
億
６
千
万
円
で
令
和

32
年
に
７
億
５
千
万
円
と
な
る
見
込
み
。
改

正
に
よ
り
令
和
32
年
時
点
で
５
億
３
千
万
円

と
な
り
、
２
億
２
千
万
円
程
を
抑
制
で
き
る

見
込
み
。
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し
た
。

問
ひ
と
り
親
世
帯
の
所
得
制
限
の
対
象
数

と
、
18
歳
以
上
の
障
害
者
の
非
対
象
数

は
。答

ひ
と
り
親
世
帯
の
人
数
４
７
９
人
中
85

人
で
18
％
。
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
は
27
人
、
他
の
資
格
に
７
人
が
移
行
可
能
。

そ
の
対
象
者
の
令
和
６
年
実
績
は
年
間
平
均

約
５
回
中
央
値
で
２
回
の
受
診
。
給
付
額
は

年
間
約
８
千
円
。

問
も
っ
と
明
確
で
丁
寧
な
説
明
や
時
間
を

か
け
た
合
意
形
成
が
必
要
で
は
。

答
改
正
内
容
が
難
解
で
、
対
象
に
よ
り
対

応
が
異
な
る
た
め
、
個
別
説
明
の
必
要

が
あ
る
。
本
当
に
必
要
な
人
へ
の
支
援
を
検

討
す
る
中
で
の
改
正
と
な
る
。

問
受
診
控
え
の
懸
念
は
な
い
か
。

答
適
切
な
受
診
や
健
康
づ
く
り
に
対
応
す

る
機
会
を
設
け
る
。

　
反
対
討
論　

　
当
事
者
か
ら
の
聞
き
取
り
が
十
分
で
な
い

こ
と
は
大
き
な
問
題
で
、
丁
寧
に
意
見
を
聞

く
姿
勢
が
必
要
。
報
道
で
は
子
ど
も
の
窓
口

無
料
化
の
み
が
強
調
さ
れ
、
負
担
増
の
面
が

十
分
に
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
市
民
が
声
を

上
げ
る
た
め
に
は
、
全
体
像
の
周
知
が
不
可

欠
だ
が
、
議
会
や
審
議
会
へ
の
説
明
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
制
度
の
持
続
可
能
性

を
理
由
と
し
て
い
る
が
、
結
果
と
し
て
弱
い

立
場
の
人
の
負
担
増
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

所
得
制
限
も
収
入
だ
け
で
な
く
、
生
活
全
体

で
判
断
す
べ
き
。
さ
ら
に
子
ど
も
の
窓
口
無

料
化
と
引
き
換
え
に
支
援
を
縮
小
す
る
手
法

は
、
福
祉
医
療
制
度
の
理
念
か
ら
外
れ
て
い

る
の
で
反
対
。

　
賛
成
討
論　

　
医
療
費
増
加
や
社
会
変
化
を
踏
ま
え
、
制

度
の
持
続
性
と
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
の

見
直
し
で
あ
り
、
将
来
に
わ
た
り
支
援
を
継

続
す
る
た
め
に
は
や
む
を
得
な
い
。
75
歳
以

上
の
見
直
し
は
経
過
措
置
を
設
け
る
な
ど
配

慮
が
あ
る
。
県
制
度
に
合
わ
せ
る
こ
と
も
合

理
性
が
あ
る
。
当
事
者
に
は
適
切
に
対
応
す

る
姿
勢
も
示
さ
れ
て
い
る
た
め
賛
成
。

議
案
第
19
号

茅
野
市
学
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
長
野
県
諏
訪
養
護
学
校
の
校
名
変
更
に
伴

う
も
の
。

議
案
第
20
号

茅
野
市
特
定
乳
児
等
通
園
支

援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て

　
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
も
の
。

議
案
第
21
号

茅
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
に
関
す
る

規
定
を
追
加
す
る
も
の
。

問
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
を
追
加
す
る

理
由
は
。

答
国
の
制
度
で
す
べ
て
の
保
険
で
採
用
さ

れ
る
。
全
世
代
で
子
育
て
を
支
援
す
る

考
え
方
に
基
づ
く
制
度
。

問
年
間
ど
の
く
ら
い
の
増
額
に
な
る
の
か
。

答
１
人
当
た
り
１
７
９
円
の
増
。
令
和
10

年
度
ま
で
段
階
的
に
増
額
予
定
だ
が
、

留
保
資
金
等
を
活
用
し
負
担
を
最
小
限
に
抑

え
る
。
令
和
12
年
度
の
県
内
統
一
に
向
け
、

最
終
的
な
率
や
負
担
水
準
は
不
透
明
で
、
毎

全会
一致で

可
決

全会
一致で

可
決

賛成多数
により

可
決

年
度
税
率
を
見
直
し
、
改
定
の
可
否
は
審
議

会
に
諮
り
な
が
ら
判
断
す
る
。

　
反
対
討
論　

　
新
た
な
負
担
を
求
め
る
の
で
な
く
、
国
の

責
任
で
対
応
す
べ
き
。
国
保
は
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
で
も
あ
り
、
低
所
得
者
層
が
多
く
、

負
担
を
増
や
す
の
は
問
題
で
あ
る
。
国
の
制

度
を
理
由
に
是
認
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

妥
当
性
を
十
分
に
検
討
す
べ
き
な
の
で
反
対
。

　
賛
成
討
論　

　
国
の
制
度
に
伴
う
も
の
で
、
少
子
化
対
策

と
い
う
重
要
課
題
へ
の
必
要
な
措
置
で
あ
る
。

ま
た
、
市
の
裁
量
は
限
定
的
で
や
む
を
得
な

い
。
税
率
も
抑
制
的
な
水
準
な
の
で
賛
成
。

陳
情
４

消
炎
鎮
痛
剤
や
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
な

ど
、
薬
の
追
加
負
担
を
行
わ
な
い
こ

と
を
求
め
る
陳
情
書

　
消
炎
鎮
痛
剤
や
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
な
ど
、

薬
の
追
加
負
担
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
を
政
府
関
係
機
関
に
提
出
す
る
こ
と

を
求
め
る
陳
情
。

　
委
員
会
で
の
意
見　

〇 

追
加
負
担
は
医
療
費
抑
制
の
目
的
と
し
て

合
理
性
が
あ
り
、
今
後
の
国
の
議
論
を
見

守
る
必
要
が
あ
る
。

〇 

追
加
負
担
の
対
象
は
対
症
療
法
的
な
薬
が

中
心
。
一
定
の
負
担
は
許
容
範
囲
内
で
あ

る
。

〇 

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
が
保
険
適
用
外
と
な
る
懸

念
で
危
機
感
を
あ
お
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
。

〇 

医
療
費
抑
制
の
流
れ
に
対
す
る
警
鐘
に
な

る
。
当
事
者
の
声
を
重
視
す
べ
き
で
、
国

の
方
針
が
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
。

〇 

余
分
な
薬
の
保
有
な
ど
医
療
利
用
の
甘
さ

が
あ
り
、
一
定
の
制
限
は
必
要
。

賛成少数
により

不
採
択

問
県
制
度
と
の
整
合
性
と
は
何
か
。

答
現
行
の
市
独
自
の
上
乗
せ
約
１
億
５
千

万
円
を
見
直
し
、
令
和
12
年
度
に
は
県

制
度
と
合
わ
せ
る
。
子
ど
も
の
窓
口
無
償
化

の
み
独
自
財
源
と
な
る
が
、
制
度
の
拡
大
が

あ
っ
て
も
県
補
助
が
あ
る
た
め
市
の
負
担
は

増
加
し
な
い
。

問
力
を
入
れ
る
予
防
の
具
体
策
は
。

答
認
知
症
予
防
、
運
動
事
業
、
健
康
ポ
イ

ン
ト
等
を
実
施
予
定
。
令
和
８
年
度
予

算
で
は
、介
護
福
祉
、年
金
等
の
独
自
支
援
に

約
２
千
万
円
、
保
健
予
防
・
健
康
づ
く
り
に

約
２
千
万
円
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
も
含

め
る
と
累
計
約
１
億
円
規
模
の
事
業
と
な
る
。

問
改
正
対
象
の
高
齢
者
と
自
己
負
担
の
平

均
額
の
状
況
は
。

答
75
歳
以
上
の
所
得
割
非
課
税
世
帯
は
約

８
千
７
百
人
で
、
そ
の
年
間
給
付
額
平

均
は
２
万
２
千
円
、
月
約
１
千
８
百
円
。
中

央
値
１
万
１
千
円
、
月
約
９
百
円
。
後
期
高

齢
者
の
窓
口
負
担
は
１
割
。
人
数
が
多
い
た

め
総
額
で
は
年
間
１
億
円
以
上
と
な
る
が
、

保
険
料
も
低
額
の
た
め
、
支
払
い
が
難
し
い

金
額
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

問
な
ぜ
食
事
代
を
自
己
負
担
と
す
る
の
か
。

答
国
の
方
針
で
食
事
代
の
自
己
負
担
分
は

家
庭
生
活
上
も
必
要
な
も
の
と
さ
れ
た
。

入
院
に
よ
り
発
生
す
る
栄
養
管
理
が
特
別
な

も
の
は
医
療
給
付
で
賄
わ
れ
る
。

問
75
歳
以
上
以
外
も
段
階
的
に
移
行
で
き

な
い
か
。

答
75
歳
以
上
は
制
度
終
了
と
な
り
対
象
者

も
多
い
た
め
経
過
措
置
を
行
う
。
食
事

代
は
所
得
に
応
じ
た
軽
減
制
度
が
あ
る
。
所

得
制
限
は
対
象
が
一
部
の
た
め
現
行
対
応
と
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令和 8 年 3 月定例会一般質問通告一覧 ①
 一般質問における実際のやりとり、市側の答弁については、記載の QR コードから動画でご覧いただけます。

質問者 件　　　名 小項目・動画 QR コード

佐々木　美智子

1 みんなで育てる持続可能な
公共交通の次段階

（1）公共交通の成果と現状認識について
（2）ハブ＆スポーク型交通体系の実装について
（3）共創による制度設計と今後の進め方について

　2

サブカルチャーを活用した
「若者に選ばれるまち」や
「誰もが生きやすいまち」
の実現に向けて

（1）サブカルチャーを活用した新たな地域産業の創出について
（2）サブカル分野を生かした地域産業人材の育成について
（3） サブカル分野における人材と市内企業の連携・マッチング支

援について
（4） サブカル活動を通じた多様な就労・社会参加機会の創出につ

いて
（5） サブカルを活用した産業振興に向けた公民連携体制の構築に

ついて

樋口　敏之

3 公共温泉施設の運営状況に
ついて

　

（1） 料金改正前と改正後における各温泉施設の利用者の動向につ
いて

（2）半年パスポート券の制度について
（3）「温泉の素」の販売状況と販売戦略について

木村　明美

4
気象情報の変化を踏まえた
市の危機管理と市民意識醸
成について

（1）組織改正による危機管理体制について
（2）気象情報の変化に対する市の認識と対応について
（3）市民への防災情報伝達と避難行動について
（4）市民の防災意識の醸成について
（5）地域や防災士との連携強化について 　

両角　直樹

5 令和８年度以降の行財政改
革の取組について

　

（1）令和７年度の優先改革事項 2023 の取組の成果について
（2）現在の優先改革事項の進捗状況と今後の見通しについて
（3）公共施設の統廃合・再編成等の進め方について
（4）行財政審議会の積極的な活用について

伊藤　勝

6 消防団再編のその後につい
て

（1）団員数の減少により団員の負担は軽減されたのか
（2）消防団員の質の向上と地域防災力の強化はできているのか
（3）見送りとなった機能別消防団員の導入は考えられないか

　7 中学校部活動の地域展開に
ついて

（1）保護者の経済的負担、送迎に係る負担に対する考えは
（2）部活動の地域展開と社会体育との関係は
（3）教育的視点はどのように引き継ぐのか

竹内　巧

8 観光振興の進め方
　

（1）顧客ターゲットを絞り込んだ事業戦略について
（2）観光振興の推進体制について
（3） 観光振興ビジョンの基本目標を達成するための４つの柱につ

いて
（4）観光振興を通じて満たされる市民の満足度について

木村　かほり

9 茅野市における組織改正と
公民館制度の今後について

（1）組織改正の目的と公民館の役割や位置づけについて
（2） 改正による業務効率化および行政内の連携による効果につい

て
（3）公民館制度の維持と生涯学習都市宣言の理念継続について

　10
「CHUKOらんどチノチノ」
の機能強化による中高生・
若者支援の推進について

（1） 「CHUKO らんどチノチノ」の相談や社会参加支援の現状に
ついて

（2）「CHUKO らんどチノチノ」の機能強化について
（3）横断的連携の推進について

茅野市の課題を問う!
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令和 8 年 3 月定例会一般質問通告一覧 ②
質問者 件　　　名 小項目・動画 QR コード

梯　泰弘

11

社会構造と災害リスクの変
化を踏まえた茅野市都市計
画の総括と将来に向けた見
直しの方向性について 　

（1）茅野市都市計画の成り立ちとこれまでの役割について
（2）都市計画事業の進捗状況と未着手事業の整理について
（3） 人口減少・社会構造の変化を踏まえた現行の都市計画の妥当

性について
（4）災害リスクを踏まえた都市構造の考え方について
（5）公共施設再編と都市計画を一体で進める必要性について
（6）茅野市立地適正化計画の位置づけと今後の見直しについて

机　博文

12 県立高校再編の進捗状況と
市の関与について

（1）県立高校再編に期待することは
（2）再編に対し、市としてどのように関わることができるのか

　13 「こども誰でも通園制度」
の運用について

（1）茅野市での実施方法について
（2）現状の課題と今後の方向性について

渋澤　務

14 地域間幹線バス「岡谷茅野
線」について

　

（1）岡谷茅野線の位置づけの確認と利用状況
（2）補助金（茅野市の負担）の考え方と今後の見通し
（3）利用状況を踏まえた必要性と運行ルートの妥当性

15 茅野市消防団総合計画の検
証について

（1）総合計画施行後の茅野市消防団の現状
（2）現状における茅野市消防団の課題
（3）これからの茅野市消防団のあり方

向山　平和

16 小学校給食費の無償化につ
いて

（1）国の制度及び国の財政負担はどのようになっていますか
（2） 国の財政負担と茅野市の2026年度の小学校の給食費との差額、

一食当たり及び一人当たり年額はいくらになりますか
（3） アレルギー、不登校などの理由で給食を停止している児童への

対応は
（4）保護者への説明はどのように行っていきますか
（5）保護者負担をゼロとする考えはありますか

　

17 特定健診について

（1）特定健診の受診率はどうなっていますか
（2）近年大腸がんが増加傾向ということですが茅野市の傾向は
（3）前立腺がんの医療費用について
（4） 前立腺がんの検査項目を特定健診に加えることは考えられな

いか

両角　実晃

18 長野県宿泊税の活用につい
て

　

（1） 県では宿泊税をどのような施策に活用しようと考えています
か

（2）茅野市に交付される宿泊税の活用方法について
（3）市町村が連携した広域的な使い道について

野沢　明夫

19 地区コミュニティセンター
の機能と職員体制について

（1）業務見直しの影響はあるか、またその効果は
（2）地域の活力を活用した運営とは具体的に何か
（3）他の公共施設との複合化の具体化策は
（4）公民館の部局移管変更に伴う業務変更や影響はあるか

　20
茅野市物価高騰対応重点支
援地方創成臨時交付金につ
いての補正予算の専決処分
と議会対応について

（1）専決処分の補正予算の内容及び決定経過は
（2）議会への事前説明はできなかったか
（3）今後の議会への事前説明の充実策は

望月　克治

21 「八ヶ岳西麓りんご生産アカ
デミー」について

　

（1）開講後順調に進んでいますか
（2）次年度も同様に実施されるのでしょうか

22 茅野市内の外国籍市民への
対応について

（1）茅野市に在住している外国籍の方は何人おられますか
（2） 日本に来た時に日本の制度などの説明はされているのでしょ

うか
（3）事故やケガなどで市に対応の相談はありますか

23 デジタル田園健康特区の現
状と今後について

（1） 「心不全患者の再入院予防のための遠隔看護の普及に向けた
調査」と「大型ドローンでの山岳エリアの物資輸送サービス
構築に向けた調査」の結果はでましたか

（2）次年度に向けて民間事業者から新たな提案は来ていますか
（3）市が検討している実証調査はありますか
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令令和和 8 年8 年 33 月定例会 市提出議案 議決結月定例会 市提出議案 議決結果果
番　号 件　　名 付託先委員会等 議決結果

議案第１号 令和７年度茅野市一般会計補正予算（第７号）の専決処分の承認を求めること
について 付託省略 承認

議案第２号 令和７年度茅野市一般会計補正予算（第８号）の専決処分の承認を求めること
について 付託省略 承認

議案第３号 権利の放棄について 経済建設委員会 可決

議案第４号 令和７年度永明小中学校メイングラウンド等整備工事（債務負担）の請負契約
について 総務環境委員会 可決

議案第５号 令和６年度交付金永明地区２級２６号線交差点改良工事（債務負担）の変更請
負契約について 総務環境委員会 可決

議案第６号 市道路線の認定について（玉川長峰地籍） 経済建設委員会 可決
議案第７号 市道路線の廃止について（玉川長峰地籍） 経済建設委員会 可決
議案第８号 市道路線の廃止について（湖東須栗平地籍） 経済建設委員会 可決
議案第９号 公の施設の指定管理者の指定について 経済建設委員会 可決

議案第 10 号 茅野市監査委員選任の同意を求めることについて 付託省略 同意
議案第 11 号 茅野市公告式条例の一部を改正する条例について 総務環境委員会 可決
議案第 13 号 茅野市非常勤の特別職の職員の費用弁償に関する条例について 総務環境委員会 可決
議案第 14 号 茅野市職員等の旅費に関する条例について 総務環境委員会 可決

議案第 15 号 地方自治法等の規定により出頭した関係人等の実費弁償に関する条例の一部を
改正する条例について 総務環境委員会 可決

議案第 16 号 茅野市公共施設整備基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部を改正する
条例について 総務環境委員会 可決

議案第 17 号 茅野市宿泊税交付金基金の設置、管理及び処分に関する条例について 総務環境委員会 可決
議案第 18 号 茅野市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例について 福祉教育委員会 可決
議案第 19 号 茅野市学童クラブ条例の一部を改正する条例について 福祉教育委員会 可決
議案第 20 号 茅野市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例について 福祉教育委員会 可決
議案第 21 号 茅野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 福祉教育委員会 可決
議案第 22 号 茅野市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 総務環境委員会 可決
議案第 23 号 茅野市下水道条例の一部を改正する条例について 経済建設委員会 可決
議案第 24 号 令和７年度茅野市一般会計補正予算（第９号）について 予算決算委員会 可決
議案第 25 号 令和８年度茅野市一般会計予算について 予算決算委員会 可決
議案第 26 号 令和８年度茅野市国民健康保険特別会計予算について 予算決算委員会 可決
議案第 27 号 令和８年度茅野市後期高齢者医療特別会計予算について 予算決算委員会 可決
議案第 28 号 令和８年度茅野市水道事業会計予算について 予算決算委員会 可決
議案第 29 号 令和８年度茅野市下水道事業会計予算について 予算決算委員会 可決
議案第 30 号 令和８年度茅野市米沢鋳物師屋財産区特別会計予算について 予算決算委員会 可決
議案第 31 号 令和８年度茅野市湖東白井出財産区特別会計予算について 予算決算委員会 可決
議案第 32 号 令和８年度茅野市豊平下菅沢財産区特別会計予算について 予算決算委員会 可決
議案第 33 号 令和８年度茅野市泉野大日影財産区特別会計予算について 予算決算委員会 可決

議場で行われる本会議は
ライブ中継と録画映像でご視聴いただけます。

茅野市議会 検索

　議場で行われる本会議は、下記の予定に合わせてビーナチャンネル（12Ch 茅野市コミュニティ放送）と
インターネットでライブ中継を行います。テレビで、ネットで、ぜひご覧ください。

　なお、本会議や一般質問等の録画映像は、後日議会ホームページで配信します。
詳しくは議会ホームページをご確認ください。
　また、同ホームページ内の『会議録検索システム』により、会議録の閲覧もできますので、 
併せてご利用ください。録 画 映 像

ＱＲコード
会 議 録
ＱＲコード
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 令和 8 年 3 月定例会　賛否が分かれた議決結果 
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18 茅野市福祉医療費給付金条例の
一部を改正する条例について

賛成多数により
可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

21 茅野市国民健康保険税条例の一
部を改正する条例について

賛成多数により
可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

25 令和８年度茅野市一般会計予算
について

賛成多数により
可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

26 令和８年度茅野市国民健康保険
特別会計予算について

賛成多数により
可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

陳
情 4

消炎鎮痛剤や抗アレルギー薬な
ど、薬の追加負担を行わないこ
とを求める陳情書

賛成少数により
不採択 ● ● ○ ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ●

議
員
提

出
議
案

1 世界各地での紛争の即時停止と
平和的解決を求める決議

賛成多数により
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

上記以外の議案は、全会一致により可決されました。

みなさんもぜひ傍聴にみなさんもぜひ傍聴に
お越しくださいお越しください！！

　市議会の本会議及び各常任委員会はどなたでも傍聴
できます。予約の必要はありません。
　本会議の傍聴を希望される方は、直接議会棟３階ま
でお越しください。事務局への連絡は不要です。
　なお、委員会の傍聴をご希望の方は、事前に議会事
務局までご連絡をお願いします。

6 月定例会本会議予定
6 月   3 日 （水）　　開会、提案説明
6月 17日 （水）～　一般質問
6月 26日 （金）　　委員長報告、採決、閉会
※変更となる場合があります。
　日程は、確定後に議会ホームページに掲載します。

令和 8 年 3 月定例会 陳情・議員提出議案 採決結果
番　号 表　　題 提出者 付託先

委員会等
議決
結果

陳情１
臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的の渡航等を防止
し、国民が知らずに犯罪に巻き込まれることを防ぐための環境
整備等を求める意見書提出の陳情

中国における臓器移植を考える
会 議場配布 ―

陳情２ 国に国民の主食である米の価格を統制することを求める意見書
の提出に関する陳情

社会の歪を鋭く追及政策提言す
る世直し集団「一輪のバラの
会」

議場配布 ―

陳情３ ⅿＲＮＡワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業中止
の意見書提出を求める陳情書 宇井淳 議場配布 ―

陳情４ 消炎鎮痛剤や抗アレルギー薬など、薬の追加負担を行わないこ
とを求める陳情書 諏訪地方社会保障推進協議会 福祉教育

委員会 不採択

陳情５ 茅野市福祉医療費給付制度の改正について、拙速な議決を行わ
ないことを求める陳情書 茅野市の福祉医療をよくする会 議場配布 ―

議員提出議
第 1 号 世界各地での紛争の即時停止と平和的解決を求める決議 望月克治議員、向山平和議員 付託省略 可決


